
い ・ 日本は最低落札
今回 は落 札 基準 につ いて。 周 知の よう に 日本 の

工事入札では最低価格を提示したものが落札する

こ とに なっ て いる。 とく に公 共 工事 で はそ れ を入

札 という の であっ て， そ れ以 外 を入 札 とは 呼 ばな

い。 設 計図 ・ 仕様 書 で示 さ れた 同 じモノ を 一番 安

い 値段 で賢 おう と いう こ と で， 最低 落札 はきわ め

て 単純 ・明 快， 購 買 者と して の ある 種 の経 済合 理

性 を そ な え て い る
。

「ある 種 の」とい う 意味 は， こ の落 札 基準 だ けで

プロ ジェク ト全体 の 合理 性・ 経 済性 が保 証 さ れる

訳 で はな い から であ る。 そ のた め には 何よ り も設

計 ・仕 様 が目 的 に沿 って おり， 経 済的 で なくて は

な ら ない。 設 計 がい わ ば 「最適」 にな って い な け

れ ば い け な い。 こ れ は な か な か む つ か し い。 最 適

をコ ス ト 最 小 と し て も， 例 え ば 建 設 コ ス ト は安

かった が， 保全 （維 持 ・修 善） コス トや 光熱 費そ

の 他 の運 用：コス ト がか かり す ぎて は 全体 と して 経

済 的と はい えな い。 逆 に建 設 費 が少々 高 くて も こ

れ らを勘 定 に入 れ れ ば得 にな る こと もあ る。 ＬＣＣ

（ライ フサイ ク ルコ ス ト） べ 一ス の 経 済 性と はそ

う いう こと で ある。 そ れ に 限ら ず技 術変 化 の現 状

か ら す る と， 最 適 設 計 が い わ ゆ る 建 築 家 だ け に

よ って 実現 で きる か どう か はか なり 疑 間で ある。

最低落札制の経 済性に直接関係して問題になる

の は， 価 格の 制 限で ある。 一つ は 予定 価格 の 上 隈

規制 性， 二 つ は最 低制 隈 であ る。

ま ず 前者。 提 案 がい く ら最 低 であ って も予 定 価

格以 下 でな け れ ば落札 に いた ら ない の が日本 の 公

共 的制 度 である。 こ れが 自由 な市 場 価格 の 形成 に

一定 の 制 限を 課 して いる の は事 実で， 議 論 を 呼ぶ

点 のひ とつ で ある。 例 え ば予 定価 格 見積 り が上 限

規制 に ふさ わ しく 行わ れ てい る かと か， 逆 に不 合

理 に甘 い ので はな い かな ど， また 公 表 した ら どう

か とい う 説も ある。 筆 者 個 人の 考え は， 予 定価 格

見積 り に とく に かたよ り が なく， ま た 入札 の 競争

性 が確 保さ れ て いれ ば， こ の点 は どう でも よ いと

思っ て いる。 入札 が 競争 で ある 限り 落 札 しよう と

思 え ば他 の社 よ りも 安い 価 格を 入 れて 勝た なく て

はい けな い。 そ のと き予 定 価格 は発 注 者の 入 れた

札 で， 競 争者 の 札の ひ とつ と同 じく 勝 た なく て は

な ら ぬ相 手 とみ なす こ とも 出来 る か らで ある。 た

だし こ れが不 合 理に 安 いも の であっ て は 不公 正 と

い う べ き だ し
，

逆 の と き は 意 味 を な さ な い。

人 に よ っ て は こ の 予 定 価 格 の 間 類 も そ の ろ う

洩 ・ 談 合な どと 結 びつ いた も のと して 論 ずる 向 き

もあ る。そ れは そ れで別 の 文脈 に属 す る と して も，

議論 の 意味 は ある。

一 方 落札 価格 の 最低 も規 制 する こ と が， 同 じく

会計 法 令 によっ て 可能 で ある。 契約 履 行が あや ぶ

ま れる と か取弓 瞭 序 の公 正性 が 乱さ れる な どの と

き， 最 低価 格 の札 を 排除 する こ と がで きる。 会 計

法２９条 の ６， 予 決 令８４～９１条 が そ れ に あ た る。 い
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わ ゆ る ダン ピ ング とそ れ による 工 事の トラ ブル・

手 抜 き， 業界 の 混乱 な ど をふせ ぐの がこう した最

低制 限 の主 旨 である。 会 計法規 以 外 にも 例 え ば独

禁法の不当廉売規制な ども法目的と手続はちがう

もの の ダ ンピ ン グ防止 の 枠組 みの 一 つ であ る。 た

だしこう した最低制限も一たん不公正な運用が疑

わ れる と有 効 に働 か ない 可能 性 も ある。

こう して 日 本 では予 定 価格 を 強制 上 隈と しそ の

０．８な どを 下 限と する あ る巾 のな か で，最低 札 を落

札 とす る 方式 に なっ てい る。こ れで 日本 は！００年も

や っ て き て い る か ら， と き に 不 満 が あ る と し て も，

原 理 約に 疑問 を もた れる こ と はま ああ まり な い。

１ ・・ デンマーク方式その他
一 方世 界 には い ろん な考 え 方や 方 式が ある。 た

とえ ば デ ンマ ー ク 方式 と 呼 ばれて いる の は以 下 の

よ う で あ る。

①入札全体の申から最高と最低を除外する。 残

り の最 低 をＮＬ（ニ ュー ロー エ ス ト），最 高 をＮＨと

す る。 ② 平 均 を Ａ と す る。
③ Ｎ Ａ 二 （Ｎ Ｌ ＋ Ｎ Ｈ ＋

４Ａ）×１／６を計 算す る。 ④ＮＡを 超 えか つ直 近 のも

の を 落 札 と す る。 ち ょ う ど オ リ ン ピ ッ ク の フ ィ

ギ ュア ス ケー ト や ジャ ン プの採 点に 似 たと こ ろ が

あ る。 異 常な い し不 公正 は ある 程度 ふ せ ぐこ と が

でき， 常 識 的 に納 得が 得 やす い 面も ある。 し か し，

この 計算 式 が絶 対 に妥 当か どう か に つい て は疑 問

がな い でも ない。 また 予定 価 格 とい った 発注 者 に

よる 上 限規制 も な い。 た だ彼 等 はこ れが 現実 的 で

受入 可 能な 考 え方 だ とする の であ る。 要 は これ が

最も す ぐ れた 方式 か どう か では なく， 最 低 落札 が

最上 の 方式 で はな い という 考え 方が ある こ と を示

せ ば足 りる。
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この 方 式の 変 種は実はほかの国にもかなりある。

例 え ば
，

お 隣 り の

韓 国 全入 札 の最 高 と最 低を 除 外 し， 残

りの 全 入札 の 平均 値に 直 近の もの を 落札 と す

る。 上 下 を 問 わ な い。

イ タ リ ー 全 入札 の 平均 値 に直 近の もの， 同

じく 上下 を問 わ ない。

フ ィ リ ピン 全 入 札の 平均 値 を超 えた 直近 値，

た だ しエ ン ジニ ア見 積り 以 下で ある も の。 こ

の 場 合の エ ンジ ニア 見積 り は日 本 の予 定価 格

に 近 い。 イ ンハ ウス で ある か どう か は別 とし

て， 発注 者側 に 雇用 さ れた エ ンジ ニア の権 威

に 依 存 し た も の と い え る。

パ キス タ ン 最低 札， た だ しエ ン ジニア 見 積り

の８０％ 未満 は除 外

ペ ル ー エ ン ジニア 見 積り の１０％ 未満 ・趨

過 は除 外， 残り の 平均 に 直近 の 下位 のも の。

こ う した エ ンジニ ア 見積 り の上 下 に設 定 した 一

定 の範 囲内 の 入札 だ けを 考慮 する や り方 を， あ る

研 究者 は ブラ ケッ ティ ング （か っこ でく く る） 方

式 と呼 ん でい る。

こ れ ら の 国 々 だ け で な く， フ ラ ン ス や ポ ル ト ガ

ル で はア ブノ ーマ ル に見 え， 何 ら かの 問題 を 含ん

でいそ う な入 札 を排 除 する 努力 を して いる。

イ ギリス の入 札 では標 準 的に 三 番札 ま でを一ま ず

残 し， 以 上 のも の は除 外す る。 そ のの ち 入札 の審

査 プロセ ス が あって， 例 え一 番札 ＝ 最低 札 であっ

て も 入 札内 容 （イ ギリ ス は数 量書 を 便う こ とが 多

い から， そ れ に値 入 れ した 単 価の 妥 当性 が 間題 に

なり 得る） が 適当 でな い とさ れた と き， 二 番札 に

審 査が 移動 す る。 日本 企 業 が海 外の 旧イ ギ リス 宗

主 国系 の 国々 で一 番札 である に も かかわ ら ず 除外



さ れた り， 二 番札 以 降 でも 契約 した り する こと が

あ るの は その た めだ。 要 は 最低 札 は有利 だが， そ

れだ けで 決ま り という 訳 で はな い。

アメリカの公共発注での標準的な落札基準がど

こ に ある か はよく 知 らな い。 多 く の人 の伝 える と

ころ によ る と， 最低 落札 が 原則 で ある。 た だ し 発

注 者側 の 予定 コス トは 存在 して いる も の の， そ れ

を絶 対上 限 とせ ず， 一定 割 合 の超 遇 を許 容す る と

いう 話も 多 い。

１ ・、 総合コスト基準
こう した予 定価 格 制 限， 最低 札 至上 主義 を と ら

ない 落札 基準 の 含意 の ひと つ は， あき ら かに 受 注

者側の提案価格の尊重である。 発注者側が上限を

一方 的に 定め， かつ な か で最 低と いう の は， あま

り に も発 注者 優位， 公平 な 取弓１と いえ な いで は な

い か という 訳 で ある。 た だ しそ の 前提 は各 入札 が

原 価， マ ーク アッ プの 双方 で真 剣 なも の であ り，

そ れ ぞれ が公 正 な競 争状 態 にあ る こと で ある。 尊

重 さ れる に はそ れ に値 する も ので なく て はい け な

い。 そ う で ない と デンマ ー ク 方式以 下 の 決定 法 は

すべて 意 味 を失う。

ふた つ 目 は簡 単 にい え ば安 かろう 悪 か ろう で は

発 注者 と して も 困る と いう こ と である。 亙円 で も

安け れ ばい いと いう の は， 明 快 でま ぎれ がな い こ

とは 確か だ が， そ れだ けの こ とで， こ れ が購 入 者

と して最 も 賢明 な 調達 方法 と は考 え ない と いう 意

味 である。 いう ま でも ない が， 明 快 でま ぎ れが な

いの は大 事 なこ と であ る。 しか し落 札 基準 だけ が

そう で あっ ても， 入札 を め ぐって 不 明快 や ま ぎれ

が横 行 して いる の は周 く知 れ わた っ てい る。余 談。

価 格 以外 に 重視 さ れる べき 要 件 はま ず品 質 であ

ろ う。 とく に か し担保 責 任や 製 造物 責任 な ど消 費

者 要求 の 拡大 は主 と して この 領 域 で重要 に なっ て

き て い る
。

こう した 状 況 は当然 に 受注 者 のリ スク を 重く す

る。 品 質 を考 慮 でき ない 金額 オ ンリ ーの 落 札基 準

の も と では， こう した リ スク を 発 注者 も分 担 して

い る と 見 る こ と も で き る。

さ て価 格の ほ かに 品 質な どを 要 素に 加え た 落札

基 準 があ り得 る か？ ある こと は ある の である。

実 例 はこ の次 回 にあ げる が， そ れ を複 数基 準 （マ

ル チ パラメ ー タ ー） 入札 法 とい う。 た だ入 札 を日

本 のよ う に価 格 だけ で定 義 すれ ば， こ れは 入札 で

はなく 随 意契 約 の一 種 と呼 ん でも よい。 外 匡１人 は

こ れ も ビッ ドと いって いる。 計 算 に入る 要 件 は価

格 の ほか 晶質， 工期 な どで， 附 加 要件 は プロ ジェ

ク ト の性 格に よっ て 自 由で ある。 これ らを 加 算 し

た もの を 総合 （コ ンバイ ンド） コス ト とい う。 Ｅ

Ｃ 統 一指 令に そ れが 落札 基 準の ひ とつ とさ れて い

る こ と は 前 号 に の べ た
。

この方式の利点は競争が非価格分野にも及んで

よ り 広く なり， 技術 面 での 革新 に刺 戟 と成 果 が期

待 さ れる こ と である。 前にＬＣＣの例 を あ げた よう

に，こ れ は実 は設 計 内容 と契 約 の仕 組 みに 関係 し，

問 題 はよ り広 く 論 じら れる こと に なる。 こ う した

方式 の技 術 的難 点 は容 易に 予想 さ れる よう に 評価

の 総 合化 の間 題 であ る。 そ こに 客 観的 で透 明 性の

ある 方 法と 基準 が設 定 し得 る か どうか に 間題 はお

き か え られる。 次に は アメ リカ そ の他 の例 を あ げ

て そ れ を諭 じよ う。 （古１１１ 修）
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